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第３次八幡平市総合計画 基本構想

将来人口の推計

八幡平市
キャッチフレーズ

　総合計画は、市の長期的、総合的なまちづくりの指針として策定された市
の最上位計画で、「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」の３層構造で構成
されています。

　豊かな自然環境、恵まれた資源を生かし、市民がこれからも住み続けたいと思える、また、市に訪れ
た方に移り住んでみたいと思ってもらえるまちを目指し、次の世代へ希望をもってつないでいくという
思いが込められています。

　国立社会保障・人口問題研究所の推計では、令和 12 年の本市の人口は 19,402 人、令和 17
年では 17,217 人とされています。人口減少の鈍化を目指し、産業振興、子育て支援、定住対
策などの計画的な実施を図ることで、令和 17年における目標人口を 20,000 人とするまちづ
くりを目指します。併せて、交流人口・関係人口の増加を目指します。

平成 17 年
（実績）

平成 27 年
（実績）

令和２年
（実績）

令和７年
（推計）

令和 12 年
（推計）

令和 17 年
（推計）

令和 17 年
計画値

31,079 人 26,355 人 24,023 人 21,719 人 19,402 人 17,217 人 20,000 人

　『農と輝の大地』は、これまでの 20 年間で広く市民に浸透し、さまざまな場面（イベント等）
で活用されています。
　将来像としての『農と輝の大地』は、その目的を達成したものと判断し、今後は八幡平市の
キャッチフレーズとして、『農と輝の大地』を位置付けることとします。

次世代に希望をつなぐ八幡平市将来像

農
みのり

と輝
ひかり

の大地

総合計画の
構成と期間

基本構想基本構想

基本計画

実施計画

目指すべき将来像やまちづくりの基本目標を定めます

基本構想で定めた将来像を実現するため施策の基本的方向性を定めます

基本計画で定めた施策に基づく具体的な事業を定めます

年　　度

基本構想

基本計画

R9R8 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

10 年間

魅力にあふれ、
希望にもえる
まちづくり

豊かな地域資源
を生かした
まちづくり

健やかで、
うるおいに満ちた
まちづくり

学ぶ喜びに
あふれた
まちづくり

安心・安全で
快適な
まちづくり

まちづくりの基本目標基本目標
01 02 03 04 05

前期（５年間） 後期（５年間）
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　第３次八幡平市総合計画基本構想に掲げる将来像『次世代に希望をつなぐ八幡平市』の実現に向け、前期基本計画
では５つの基本目標と 20 の施策について、それぞれの施策の方向性、目標とする成果指標、施策に係る主要事業な
どを定めています。

施策の体系

将 来 像

　将来像の実現には、複数の施策や分野の連携が必要であることから、組織間の横断的なつ
ながりを持ちながら、取り組みを推進します。

次世代に希望をつなぐ八幡平市

魅力にあふれ、希望にもえるまちづくり

第３次八幡平市総合計画

前期基本計画の概要

第 1 章

第１  子ども・若者向けの支援の充実
●目標とする成果指標

成 果 指 標 項 目 現状値
（R6）

目標値
（R12）

出生数 60 人 80 人

15 ～ 39 歳女性人口 1,736 人 1,750 人

保育所待機児童数（年度末） ０人 ０人

●�若者世代や子育て世代が希望を持って暮らせる地域社会の
実現

　・魅力的な雇用の場や気軽に集える場を創出
　・地域全体で子どもを育む仕組みの構築
　・子育てのしやすい環境の整備
●主要事業
　・母子保健事業（妊婦のための支援給付金）
　・市立保育所環境整備事業【強化】　　など

第 2  移住定住対策の強化
●目標とする成果指標

成 果 指 標 項 目 現状値
（R6）

目標値
（R12）

結婚組数 35 組
（※ R5） 50 組

転入率 2.02％ 2.20％

転入者アンケートによる
自らの意思による転入者の割合 33.03％ 40.00％

移住相談者の数 127 人 150 人

平舘高等学校盛岡管内就職率 78.1％ 85.0％

●�市民が「八幡平市に住んでよかった」と感じる、移住者も
含めみんなが誇りを持てるまちづくり

　・�移住定住に関する様々な相談や住居の確保まで一貫した
支援体制を構築

　・若者向け住宅団地の整備
　・�空き家を移住者向け住宅や起業拠点として活用するため

の支援
　・出会いの場・気軽に集まることができる場の創出
●主要事業
　・定住対策事業【強化】
　・住宅団地整備事業【新規】
　・地域おこし協力隊事業【強化】　　など

第 3  地域コミュニティの活動支援
●目標とする成果指標

成 果 指 標 項 目 現状値
（R6）

目標値
（R12）

コミュニティセンター利用者数 63,644 人 80,000 人

協働によるまちづくり推進事業
（地域づくり一括交付金）の事業実施数 133 件 150 件

●�地域の個性を活かした取り組みの展開
　・女性・若者・移住者・外国人など多様な主体の参画を促進
　・子育て世帯の地域ぐるみでの見守り体制の構築
　・多様な価値観への理解などについての啓発
●主要事業
　・コミュニティセンター等管理事業
　・協働によるまちづくり事業　　など
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豊かな地域資源を生かしたまちづくり第 2 章

第１  新たな工業団地造成による企業誘致の促進
●目標とする成果指標

成 果 指 標 項 目 現状値
（R6）

目標値
（R12）

誘致企業数（操業中） 26 社 27 社

起業件数（累計） 12 件 17 件

平舘高等学校盛岡管内就職率　※再掲 78.1％ 85.0％

●�産業の持続的な発展と、市民が働きがいを持って活躍でき
る活力ある地域社会の実現

　・再生可能エネルギーを活用できる新たな産業団地の造成
　・市内企業の魅力を伝える情報発信の強化
　・空き家や空き店舗を活用した創業拠点の整備
●主要事業
　・ＧＸ産業団地整備事業【新規】
　・企業誘致推進事業【強化】　　など

第 2  豊かな自然環境を活用した産業振興
●目標とする成果指標

成 果 指 標 項 目 現状値
（R6）

目標値
（R12）

認定新規就農者の数 4 人 累計 15 人

農業販売額 6,500 百万円 6,500 百万円

花き販売額 1,144 百万円 1,250 百万円

振興作物の栽培面積（水田活用） 191.1ha 180.1ha

新規林業従事者数 累計 13 人 累計 15 人

森林整備事業実施延面積 3,414ha 4,614ha

●�農業の中心的な担い手の育成、耕作放棄地の解消、特産品
の育成、販路拡大、林業の持続的経営に取り組み、活力あ
る地域社会の実現

　・�ＡＩ、ＩｏＴ等の先端技術の活用を推進、省力化と生産
性の向上

　・リンドウの産地拡大と、海外展開によるブランド力強化
　・市営・民営牧野や繁殖育成センターの活用を促進
　・�計画的な伐採・再造林の推進、若者の新規就業支援を通

じた林業の持続的経営と地域移住の促進
　・有害鳥獣駆除体制の構築
●主要事業
　・振興作物推進事業【強化】
　・安代りんどう品種海外活用事業【強化】
　・農の大地担い手育成支援事業　　など

第 3  観光振興と第一次産業の連携
●目標とする成果指標

成 果 指 標 項 目 現状値
（R6）

目標値
（R12）

温泉産直施設利用者数 420 千人 480 千人

●�市内の農業、商業、観光業などの各種産業が連携し、地域
産品の消費拡大や観光客誘致の取り組みを推進

　・�観光資源に地域の文化や食などを組み合わせた新たな観
光商品、八幡平ブランドの確立

　・�農林業などと触れあう体験型観光の提供、食文化の伝承
も含めた郷土料理の提供など、地域全体で観光を盛り上
げる仕組みの構築

●主要事業
　・産業まつり開催事業【新規】
　・体験による観光振興事業【新規】
　・農産物ブランド化推進事業【新規】　　など

第 4  交流人口・関係人口の更なる創出
●目標とする成果指標

成 果 指 標 項 目 現状値
（R6）

目標値
（R12）

観光入込客数 1,550 千人回 2,400 千人回

観光等宿泊者数 353 千人泊 600 千人泊

外国人観光客数 82 千人泊 220 千人泊

スポーツ関係宿泊者数 10 千人泊 10 千人泊

日本人観光消費額（1 人当たり） 45,744 円 60,000 円

外国人観光消費額（1 人当たり） 71,399 円 90,000 円

応援市民制度登録者数
（ふるさと住民） 145 人 245 人

●�持続する観光地、地域経済の活性化
　・�体験・学習の滞在型観光の充実、交通や多言語化対応を

含む受入環境の改善
　・�高付加価値なインバウンド観光地づくり、県境を越えた

広域連携
　・�八幡平市応援市民制度をふるさと住民登録制度へ移行し継続
●主要事業
　・観光振興対策事業
　・松尾鉱山関連施設整備事業【新規】
　・ふるさと応援寄附金推進事業【強化】　　など

第 5  商業の拠点づくり
●目標とする成果指標

成 果 指 標 項 目 現状値
（R6）

目標値
（R12）

商店街等組織構成員数 61 店 70 店

ＪＲ花輪線大更駅乗車人数 68 千人 90 千人

●�地域経済の活性化と、市民が便利に安心して暮らせるまち
づくり

　・大更駅前商店街への商業施設の誘致
　・荒屋新町商店街の体験メニューやイベントを支援
　・創業支援に関する補助金などを活用した新たな事業の創出
　・移動負担の少ない買い物の在り方を検討
●主要事業
　・商工振興対策事業
　・商店街活性化推進事業
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健やかで、うるおいに満ちたまちづくり第 3 章

第１  心身ともに健やかに暮らせる社会の推進
●目標とする成果指標

成 果 指 標 項 目 現状値
（R6）

目標値
（R12）

乳幼児健診受診率 100.0％ 100.0％

特定健診受診率（国保被保険者） 40.7％ 45.0％

各種がん検診受診率 33.0％ 50.0％

要介護認定率（第１号被保険者） 18.9％ 18.7％

生きがいのある人の割合 50.6％
（※ R5） 57.0％

●�市民一人ひとりが心身ともに健やかに暮らせる、健康長寿
社会の実現

　・健診を受診しやすい環境の整備
　・�健診結果に基づく保健指導や健康状態に応じた継続的な

支援の強化、生活習慣病の重症化予防
　・�ふれあいいきいきサロンなど生きがいを持って活動でき

る場の提供
●主要事業
　・母子保健事業
　・介護予防・日常生活支援総合事業　　など

第 2  地域で支えあう福祉の促進
●目標とする成果指標

成 果 指 標 項 目 現状値
（R6）

目標値
（R12）

福祉ボランティア団体登録会員数 284 人 350 人

地域活動支援センター利用者数 14 人 20 人

就労継続支援利用者及び一般就労
（継続・移行）者数 125 人 125 人

第 6  豊かな自然（再生可能）エネルギーの積極的な活用
●目標とする成果指標

成 果 指 標 項 目 現状値
（R6）

目標値
（R12）

地域新電力会社市内契約電力 9,701kW 22,408kW

温室効果ガス排出量削減率
※　対 H25 比

17.3％
（※ R4） 46.0％

●�エネルギーの自給率向上と脱炭素社会の実現
　・�豊富な地熱資源を最大限活用し発電事業のさらなる拡大

を支援、エネルギー資金の域内循環
　・�熱エネルギーの有効活用、公共施設の省エネルギー化と

脱炭素化
●主要事業
　・再生可能エネルギー推進事業

●�住み慣れた地域で安心して暮らせる、互いを支え合う社会
の実現

　・�医療・介護・福祉を一体的に提供する地域包括ケアシス
テムの深化

　・�個別避難計画の策定を自主防災組織や自治会と連携して
推進

　・福祉ボランティア活動団体の拡大を支援
●主要事業
　・社会福祉協議会育成事業
　・障害者地域生活支援事業

第 3  安心できる医療の充実
●目標とする成果指標

成 果 指 標 項 目 現状値
（R6）

目標値
（R12）

「市内の地域医療に安心感を
持っている人」の割合 41.6％ 45.0％

「いざというときに相談できる、
かかりつけ医がいる人」の割合 54.4％ 60.0％

●�持続可能な医療提供体制の構築
　・いつでも安心して（救急）医療を受けられる環境の整備
　・医療従事者が働きやすい職場環境づくりを支援
●主要事業
　・地域医療推進事業
　・医師・看護師養成事業　　など

第 7  経済活性化と環境保全の両立
●目標とする成果指標

成 果 指 標 項 目 現状値
（R6）

目標値
（R12）

ごみの総排出量 9,305t 8,318t

資源ごみ集団回収量 94t 207t

リサイクル率 9.8％ 20.6％

水質調査環境基準適合率 81％ 90％以上

●�環境保全に関する取り組みの地域経済活性化への結び付け
　・�豊かな自然を活かしたグリーンツーリズムやエコツアー

を推進し、新たな観光需要を創出
　・�省エネ化や再生可能エネルギーの導入、Ｊクレジットに

よる取り組みを継続
　・エネルギーの地産地消による地域内経済循環の推進
●主要事業
　・ごみ収集運搬事業
　・塵芥処理事業　　など
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学ぶ喜びにあふれたまちづくり第 4 章

第１  地域に根ざした子どもの教育の充実
●目標とする成果指標

成 果 指 標 項 目 現状値
（R6）

目標値
（R12）

全国学力・学習状況調査（小学校６年）

　国語・算数（対県比） 国 97％
算 90％

国 100％
算 100％

　「将来の夢や目標を持っていますか」 83.5％ 85.0％

　「�地域や社会をよくするために何かし
てみたいと思いますか」 90.0％ 95.0％

全国学力・学習状況調査（中学校３年）

　国語・数学（対県比） 国 96％
数 93％

国 100％
数 100％

　「将来の夢や目標を持っていますか」 77.2％ 80.0％

　「�地域や社会をよくするために何かし
てみたいと思いますか」 94.8％ 95.0％

平舘高等学校生徒数 108 人 150 人

●�時代の変化に対応し、すべての子どもたちの可能性を最大
限に引き出す質の高い教育の実現

　・中長期的な視点での小中学校の適正規模・適正配置
　・�個別最適化された学びと協働的な学びを両立できる教育

環境を整備
　・�郷土愛を育むため、地域の歴史、文化、産業を学ぶ時間

を設け、地域に誇りを持つ心を育む
　・�平舘高等学校への支援の継続、特色や魅力の情報発信、

中高連携強化などの支援
●主要事業
　・統合学校整備事業【新規】
　・平舘高等学校教育振興事業【強化】　　など

第 2  文化・芸術に取り組む環境づくり
●目標とする成果指標

成 果 指 標 項 目 現状値
（R6）

目標値
（R12）

活動している伝統芸能の数 13 団体 13 団体

市芸術祭来場者数 1,588 人 1,800 人

●�文化と芸術に親しみ、地域への誇りを育むことができる社
会の実現

　・活動の発表機会や作品の展示機会などを充実
　・効率的な文化交流拠点の活用方法の検討
●主要事業
　・文化芸術振興事業【強化】
　・文化施設整備事業【新規】　　など

第 3  スポーツ・生涯学習に取り組む環境づくり
●目標とする成果指標

成 果 指 標 項 目 現状値
（R6）

目標値
（R12）

スポーツ施設利用者数 141,771 人 142,000 人

体育事業等参加者数 4,700 人 7,500 人

まちづくり出前講座への参加者数 1,173 人 1,200 人

図書館来館者数 16,506 人 30,000 人

●�スポーツと学びを通じた活力ある地域社会の実現
　・�高齢者から子どもまで、日常的に継続できる運動機会の

提供
　・�スポーツイベントを地域経済の活性化につなげるため、

観光振興策と連携した施策の展開
　・�多様な学びの機会を提供するため、年齢や関心に応じた

多様な生涯学習プログラムの提供
●主要事業
　・生涯学習推進事業
　・体育振興事業　　など

平舘高校発
八幡平市PRキャラ

「ベルフラワー」

© 平舘高校
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安心・安全で快適なまちづくり第 5 章

第１  社会基盤の維持・整備
●目標とする成果指標

成 果 指 標 項 目 現状値
（R6）

目標値
（R12）

道路改良率 76.5％ 76.6％

道路舗装率 66.0％ 66.1％

水道普及率 82.4％ 82.4％

汚水処理施設整備率 82.9％ 86.0％

汚水処理施設区域内接続率 72.7％ 75.2％

●�日常生活や事業活動に不可欠な生活関連道路などの整備・
維持管理

　・歩道の整備を継続的に推進し歩行者の安全を確保
　・公園など、誰もが安全に利用できる公共空間の環境整備
　・�通勤・通学に対応した居住環境の整備、公共交通と連携

した利便性の高い生活圏の形成
●主要事業
　・スマートインターチェンジ整備事業
　・市道等整備事業
　・公園整備事業【新規】　　など

第 2  持続可能な公共交通の確保
●目標とする成果指標

成 果 指 標 項 目 現状値
（R6）

目標値
（R12）

ＪＲ花輪線大更駅乗車人員　※再掲 68 千人 90 千人

広域生活路線バス利用者数 387,966 人 390,000 人

西根・松尾地区コミュニティバス
年間利用者数 20,241 人 28,000 人

安代地区コミュニティバス
年間利用者数 6,725 人 8,000 人

地域内幹線交通年間利用者数 1,356 人 2,500 人

●�持続可能な公共交通の実現
　・広域生活路線バス等の維持・確保
　・�デマンド型運行などの地域の実情に応じた新たな交通手

段の導入
●主要事業
　・コミュニティバス運行事業【強化】
　・公共交通機関利用促進事業

第 3  災害・事故・犯罪への対応、危機管理
●目標とする成果指標

成 果 指 標 項 目 現状値
（R6）

目標値
（R12）

火災発生件数 7 件 0 件

消防団員充足率 86.3％ 95.0％

自主防災組織の数 3 団体 10 団体

人身事故発生件数 22 件 0 件

刑法犯罪発生件数 20 件 0 件

特定空家等候補件数 378 件 378 件

個別避難計画策定率 31.7％ 85.0％

●�安全かつ安心に暮らすことができる、災害に強い持続可能
な地域社会の実現

　・災害発生時の迅速な情報伝達、避難体制の確立
　・自主防災組織の結成と連携の促進
　・防犯灯の整備や地域での見守り・防犯活動の支援
　・管理不全な空き家の解消と地域環境の保全
●主要事業
　・災害対策事業【強化】
　・空家対策事業【強化】　　など

第 4  自治体経営（行政サービスの向上）
●目標とする成果指標

成 果 指 標 項 目 現状値
（R6）

目標値
（R12）

市ホームページページビュー数 150 万 PV 160 万 PV

広報はちまんたい満足度 89.7％ 90.0％

ＳＮＳフォロワー数 4,246 件 5,700 件

姉妹都市交流事業参加者数 27 人 40 人

友好都市交流事業参加者数 19 人 30 人

国際交流事業参加者数 121 人 480 人

経常収支比率 94.2％ 92.1％

実質公債費比率 13.8％ 10.4％

●�市民と行政が協働しまちづくりに参加する「開かれたまち」
の実現

　・�あらゆる世代に確実に情報が届くよう多様な手段を組み
合わせた体制を整備

　・�近隣市町との産業・医療・福祉分野での連携、県境を越
えた自治体との協力を推進

　・市民レベルでの国際交流などの促進
●主要事業
　・広報活動事業
　・ホームページ管理運営事業【強化】　　など
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